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⇒高齢化の進行に伴い、要支援・要介護認定者数が増加

■本市の現状

■高齢者の介護予防・外出促進に関する事業

⇒介護給付費等の伸びにより、特別会計の歳出額が増加

年度 2015 2016 2017 2018 2019

介護保険特別会計

歳出額（億円）
282 291 309 317 337

介護予防・生活支援サービス事業（介護保険課）
西宮いきいき体操（地域共生推進課）
つどい場・共生型地域交流拠点（地域共生推進課）
フレイル予防（保健所 健康増進課）
健康ポイント事業（高齢福祉課）
宮水学園（地域学習推進課）

⇒実施メニューが限定的／所管部署が多岐にわたる

■他市の先進的な取り組み

【奈良県生駒市】 5年連続で第1号被保険者の認定率が減少

【愛知県瀬戸市】
大学・民間企業・NPO等との連携

【大阪府堺市】
成果連動型民間委託契約方式（PFS）※

出典「西宮市高齢者福祉計画・西宮市介護保険事業計画」

※成果指標値の改善状況に連動して委託
費等を支払う、新たな官民連携の手法
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